
　

本
学
が
科
学
技
術
振
興
機

構
の
国
際
交
流
事
業
「
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
採
択
さ
れ
、
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
９
月
22
日
か

ら
６
日
間
、
日
本
語
を
学
ぶ

Ｍ
・
ク
マ
ラ
サ
ミ
ー
工
科
大

学（
イ
ン
ド
）の
大
学
生
７
名

が
本
学
で
研
修
を
行
っ
た
。

　

初
日
、
学
生
た
ち
は
柳
澤

章
理
事
長
、
竹
内
貞
雄
学
長

を
表
敬
訪
問
し
た
後
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
主
要
施
設
を
見

学
。
工
業
技
術
博
物
館
で
は

パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
工
業
用
ミ

シ
ン
や
蒸
気
機
関
車
に
興
味

を
示
し
、
熱
心
に
説
明
を
聞

い
て
い
た
。
夕
方
に
は
本
学

関
係
者
と
の
懇
親
会
に
参
加

し
、
親
睦
を
深
め
た
。

　

学
生
た
ち
は
翌
日
か
ら
、

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
企

業
訪
問
で
は
電
機
、
化
学

メ
ー
カ
ー
に
赴
き
、
研
究
環

境
や
働
き
方
、
外
国
人
採
用

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
日

本
で
の
就
職
を
希
望
し
て
お

り
、
企
業
の
担
当
者
か
ら
直

接
話
が
聞
け
た
こ
と
は
有
意

義
な
機
会
と
な
っ
た
。
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
た
際
に
は
８
時
間
滞

在
し
、買
い
物
を
満
喫
し
た
。

　

最
終
日
に
は
成
果
発
表
会

が
行
わ
れ
、
竹
内
学
長
か
ら

修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

午
前
中
に
本
学
教
員
に
よ
る

授
業
を
体
験
し
た
。
機
械
工

学
科
の
桑
原
拓
也
教
授
、
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
の
中
里
裕

一
教
授
か
ら
専
門
の
研
究
内

容
の
説
明
を
受
け
た
。
講
義

は
基
本
的
に
日
本
語
で
行
わ

れ
た
が
、
学
生
た
ち
は
皆
、

興
味
深
く
聞
い
て
い
た
。

　

午
後
は
主
に
社
会
見
学
が

行
わ
れ
、
本
学
付
属
の
駒
場

高
校
訪
問
で
は
、
生
徒
た
ち

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行
が
取
り

扱
う
「
埼
玉
り
そ
な
寄
贈
品

付
Ｃ
Ｓ
Ｒ
私
募
債
」
を
利
用

し
た
ア
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

（
東
京
都
足
立
区
）
か
ら
指

定
を
受
け
、
同
行
を
通
じ
て

建
築
学
部
に
書
籍
が
寄
贈
さ

れ
た
。
こ
の
私
募
債
は
発
行

企
業
か
ら
受
け
取
る
手
数
料

の
一
部
を
活
用
し
、
同
行
が

次
世
代
の
育
成
に
役
立
つ
寄

贈
品
を
企
業
が
指
定
す
る
学

校
等
に
贈
呈
す
る
こ
と
で
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
企

業
の
ニ
ー
ズ
を
支
援
す
る
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
書
籍
は

著
名
写
真
家
に
よ
る
世
界
の

建
築
物
の
写
真
集
13
巻
セ
ッ

ト
で
あ
る
。
建
築
学
部
の
デ

ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
室
に
常
設

さ
れ
、
学
生
は
自
由
に
閲
覧

で
き
る
。

　

７
月
７
日
、
同
社
の
木
村

社
長
、
同
行
八
潮
支
店
の
奥

村
支
店
長
ほ
か
関
係
者
が
本

学
に
集
い
、
書
籍
の
寄
贈
式

が
執
り
行
わ
れ
た
。
木
村
社

長
は
、
同
社
で
多
数
の
本
学

卒
業
生
が
活
躍
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
「
建
築
を
学
ぶ

学
生
を
支
援
し
た
い
」
と
寄

贈
の
目
的
を
語
っ
た
。
奥
村

支
店
長
は
「
こ
の
制
度
を
活

用
し
、
企
業
と
大
学
の
縁
を

繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
た
。
こ

れ
に
対
し
竹
内

学
長
は
「
卒
業

生
の
活
躍
が
評

価
さ
れ
た
こ
と

で
、
本
学
を
寄

贈
先
と
し
て
ご

指
定
い
た
だ
い

た
こ
と
が
何
よ

り
も
嬉
し
く
、

あ
り
が
た
く
思

う
」
と
謝
辞
を

述
べ
た
。
建
築
学
部
長
の
小

川
教
授
は
寄
贈
書
籍
の
選
定

理
由
を
説
明
し
、
学
生
に

と
っ
て
貴
重
な
資
料
に
な
る

と
強
調
し
た
。

埼
玉
り
そ
な
銀
行
か
ら
書
籍
寄
贈

イ
ン
ド
の
大
学
生
が
学
内
外
で
研
修

海
外
提
携
校
と
国
際
交
流 

Ｏ
Ｂ
が
活
躍
す
る
企
業
の
指
定
に
よ
り

建
築
関
連
書
籍
を
受
領

体
験
授
業
、企
業
訪
問
、社
会
見
学
な
ど

６
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

タ
イ
を
代
表
す
る
国
立
工
科
大
学
の

創
立
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
出
席

工業技術博物館で蒸気機関車などを見学

企業訪問で担当者と意見交換

柳澤理事長、竹内学長を表敬訪問
　

吉
野
秀
明
副
学
長
（
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
教
授
）

と
神
雅
彦
英
語
学
習
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
長
（
機
械
工
学

科
教
授
）
は
８
月
23
日
か
ら

４
日
間
、
タ
イ
の
キ
ン
グ
モ

ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
ト
ン
ブ

リ
校
（
Ｋ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
）
の

「
学
長
対
話
及
び
教
育
フ
ェ

ア
２
０
２
５
」
に
学
長
代
理

と
し
て
出
席
し
た
。
本
学
は

同
校
と
１
９
９
１
年
に
提
携

し
、
相
互
訪
問
な
ど
の
人
的

交
流
を
続
け
て
い
る
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
同
校
創
立

65
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ

れ
た
。
日
本
や
台
湾
の
提
携

校
の
代
表
者
、
各
国
大
使
館

関
係
者
な
ど
が
参
加
し
た
。

　

24
日
、歓
迎
式
が
催
さ
れ
、

同
校
学
生
に
よ
る
タ
イ
伝
統

舞
踊
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

デ
ィ
ナ
ー
で
は
ゲ
ス
ト
と
ホ

た
。
吉
野
副
学

長
は
日
本
に
お

け
る
生
涯
学
習

推
進
の
た
め
の

政
策
の
現
状
と

今
後
の
方
策
、

本
学
に
お
け
る

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
活
動
な

ど
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

　

訪
問
を
終
え

て
吉
野
副
学
長

は
「
重
要
協
定
校
と
の
関
係

強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。
同
校
の
教
員
や
大
学
院

生
、
本
学
か
ら
の
留
学
生
、

本
学
卒
業
生
と
の
懇
談
も
有

意
義
で
あ
っ
た
。
34
年
に
及

ぶ
交
流
で
培
っ
た
信
頼
関
係

を
あ
ら
た
め
て
実
感
で
き

た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い

る
。

ス
ト
が
交
互
に
着
席
し
、
食

事
を
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を

深
め
る
場
と
な
っ
た
。

　

翌
25
日
の
午
前
中
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
大
統
領
府
経
済
担

当
副
長
官
な
ど
３
名
に
よ
る

基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
午

後
に
は
同
校
と
出
席
者
代
表

に
よ
り
生
涯
学
習
を
テ
ー
マ

に
学
長
円
卓
会
議
が
催
さ
れ

（左より）吉野副学長、スウィット学長、神センター長

（左より）木村社長、竹内学長、奥村支店長
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会
な
ど
の
小
学
生
45
名
が
参

加
。
児
童
た
ち
は
礼
儀
正
し

く
挨
拶
を
し
、
大
き
な
掛
け

声
を
出
し
な
が
ら
元
気
よ
く

日
頃
鍛
え
た
技
を
競
っ
た
。

学
長
杯
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
（
７
月
29
日
）

　

定
期
末
試
験
期
間
中
の
体

育
館
の
有
効
活
用
、
近
隣
の

高
校
へ
の
活
動
支
援
の
一
環

と
し
て
催
さ
れ
た
。
初
開
催

と
な
る
今
年
は
連
携
協
定
校

の
白
岡
高
校
、
蓮
田
松
韻
高

校
を
は
じ
め
近
隣
の
７
校
が

参
加
。
総
当
た
り
形
式
で
試

合
が
行
わ
れ
、
選
手
た
ち
は

白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ

た
。
竹
内
学
長
は
優
勝
し
た

白
岡
高
校
に
学
長
杯
を
授
与

し
「
今
後
も
こ
の
快
適
な
環

境
を
活
か
し
、
高
校
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

用
事
例
を
紹
介
す
る
。

天
満
宮
奉
納
少
年
剣
道
大
会

（
７
月
26
日
）

　

本
学
天
満
宮
の
奉
納
行
事

と
し
て
始
ま
り
、
今
年
で
44

回
目
。
昨
年
ま
で
武
道
場
で

開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
今
年

は
快
適
か
つ
余
裕
の
あ
る
ス

ペ
ー
ス
で
試
合
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。
今
年
は
地
元
の

宮
代
剣
友
会
、
杉
戸
西
剣
友

　

昨
年
度
、
体
育
館
に
冷
暖

房
装
置
が
導
入
さ
れ
、
夏
の

猛
暑
の
中
で
も
快
適
に
活
動

で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ

た
。
体
育
授
業
や
部
活
動
の

　
「
採
用
を
増
や
し
た
い
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
19
位
」（
全

国
私
大
２
位
）。
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
る
日
経
キ
ャ
リ
ア

の
新
・
就
職
力
ラ
ン
キ
ン
グ

の
一
項
目
で
あ
る
。
学
生
の

支
援
を
し
て
い
る
中
で
、

「
内
定
報
告
」
は
も
ち
ろ
ん

嬉
し
い
が
、
こ
う
し
た
ラ
ン

キ
ン
グ
を
通
じ
て
送
り
出
し

た
学
生
の
活
躍
を
知
る
と
、

誇
ら
し
い
と
共
に
、
納
得
の

い
く
進
路
選
択
を
支
援
で
き

た
こ
と
に
ホ
ッ
と
安
堵
す
る

気
持
ち
も
あ
る
。

　

就
職
支
援
課
で
実
施
し
て

い
る
学
生
と
の
個
別
面
談
で

は
、「
ガ
ク
チ
カ
（
学
生
時

代
頑
張
っ
た
こ
と
）」
に
何

を
書
け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

い
、
書
く
こ
と
が
な
い
と
い

う
相
談
が
多
い
。
ア
ル
バ
イ

ト
や
部
活
、
サ
ー
ク
ル
な
ど

課
外
活
動
に
積
極
的
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い

る
人
が「
内
定
を
も
ら
え
る
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、

「
自
分
に
は
そ
れ
が
な
い
」

と
悩
む
学
生
が
多
い
の
だ
。

　

そ
ん
な
時
、
学
生
に
は
大

学
の
授
業
の
話
を
書
く
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。
本

学
で
は
「
実
工
学
」
の
考
え

に
基
づ
き
、
低
学
年
か
ら

チ
ー
ム
作
業
や
実
験
・
実
習

を
経
験
す
る
。
こ
れ
が
企
業

に
好
評
な
の
だ
。
納
期
が
あ

り
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
他
者
と
の
協
業
に
取
り
組

む
中
で
、
人
間
関
係
や
技
術

力
不
足
に
悩
み
、
失
敗
し
、

そ
れ
で
も
な
ん
と
か
納
期
ま

で
に
仕
上
げ
提
出
す
る
。
こ

う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
状

況
に
応
じ
た
対
応
力
や
ス
ト

レ
ス
耐
性
を
自
然
に
身
に
着

け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

企
業
に
と
っ
て
は
仕
事
へ
の

再
現
性
が
高
い
と
感
じ
て
い

た
だ
け
て
い
る
。
良
い
成
績

を
残
せ
て
い
れ
ば
も
ち
ろ
ん

プ
ラ
ス
の
評
価
と
な
る
が
、

企
業
が
見
て
い
る
の
は
そ
の

「
過
程
」
で
あ
り
、
物
事
を

成
し
遂
げ
る
ま
で
に
そ
の
人

が
何
を
し
た
の
か
を
、
書
類

や
面
接
で
確
認
し
、「
人
柄
」

や
「
今
後
の
可
能
性
」
を
判

断
し
て
い
る
（
就
職
み
ら
い

研
究
所
就
職
白
書
２
０
２
５

「
企
業
が
採
用
の
際
重
視
す

る
事
」
よ
り
）。

　

自
身
が
選
択

し
た
授
業
に
真

摯
に
取
り
組
み
、

大
い
に
失
敗
や

試
行
錯
誤
を
し

て
も
ら
い
た
い

と
思
う
。
今
回

紹
介
し
た
日
経

キ
ャ
リ
ア
新
・

就
職
力
ラ
ン
キ

ン
グ
の
地
域
別

ラ
ン
キ
ン
グ
に

お
い
て
本
学
は

「
行
動
力
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・

知
力
思
考
力
・
成
長
力
」
で

い
ず
れ
も
ト
ッ
プ
10
以
内
に

ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。
卒

業
生
た
ち
が
、
大
学
で
の
学

び
が
実
社
会
で
役
立
つ
こ
と

を
証
明
し
て
く
れ
て
い
る
。

環
境
改
善
と
と
も
に
、
近
隣

の
児
童
、
生
徒
へ
の
快
適
な

活
動
空
間
の
提
供
な
ど
、
地

域
貢
献
の
一
環
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
る
。
今
夏
の
活

学長杯バスケットボール大会

天満宮奉納少年剣道大会

卒業生が在学生にアドバイスする就職支援講座

住民からヒアリングを行う学生

地
域
貢
献

就
職
支
援
情
報
（
就
職
支
援
課
）

体
育
館
を
有
効
活
用
し

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
協
力

大
学
で
の
学
び
が

未
来
の
可
能
性
を
拓
く

福島県「R7大学生の力を活用
した集落復興支援事業」参加

　学生環境推進委員会が福島県から
受託した掲題事業（只見町黒谷地区
を対象とした実態調査）の今年度2
回目となる現地訪問を9月16日～18日
にかけて実施した。
　現地では集落の奥地に出向き、住
民の方々に直接インタビューするとと
もに、只見町の図書館長や行政担当
者と集落の課題等について幅広く意
見交換を行った。今年度の目的として

いる地域の方 と々の良好な関係構築
に向け好スタートを切った。
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高校生の創造力が集結

審査結果
各賞 氏名 高校名
オリジナルアイデア部門（応募数24件）
優秀賞 相田 紗葵  栃木県立足利工業高等学校
佳作 伊東 佑翔  愛媛県立新居浜工業高等学校
自由部門（応募数39件）
特別賞 清水 海斗  栃木県立足利工業高等学校
佳作 西山 拓澄  東京学芸大学附属国際中等教育学校
佳作 金城 隆斗  成蹊高等学校
佳作 深野 奨真  群馬県立伊勢崎工業高校
佳作 田所 伶菜  栃木県立足利工業高等学校
3Dモデリング部門（応募数14件）
佳作 河村 侑吾  愛媛県立新居浜工業高等学校
佳作 樋口 陽大  長野県岡谷工業高等学校
佳作 岡 夏希   東京都立六郷工科高等学校
佳作 上村 龍生  岐阜県立岐南工業高等学校

各賞 氏名 高校名
3Dプリンタ造形部門（応募数19件）
優秀賞 長野 悠人  愛媛県立新居浜工業高等学校
特別賞 下田 出   長野県岡谷工業高等学校

佳作 中山 結衣、
江畑 遼祐 広尾学園高等学校

佳作 曽我 俊介  愛媛県立新居浜工業高等学校
佳作 藤田 真尋  和歌山県立和歌山工業高等学校

各賞 高校名

学校奨励賞

岐阜県立岐南工業高等学校
東京都立六郷工科高等学校
長野県岡谷工業高等学校
群馬県立前橋工業高等学校
群馬県立新田暁高等学校

　高校生を対象としたプロダクトデザインコンテストが開催され、個性あふれる96作品
の応募があった。
　オリジナルアイデア部門では「気分を上げるプロダクト」として、日常や特別な時、
落ち込んだ時に気分を高めるプロダクトの提案を募集。3Dモデリング部門は「動く機構
をもったプロダクト」をCADデータで、3Dプリンタ造形部門は「おもしろい形のオブ
ジェ」を3Dプリンタによる造形物で募集した。自由部門には他の部門に当てはまらない
自由な発想のプロダクトが集結。各部門で厳正な審査が行われた。
　10月26日には本学で授賞式が行われ、受賞者に賞状と賞品が授与された。

3Dプリンタ造形部門優秀賞「捻じれた球のオブジェ」オリジナルアイデア部門優秀賞「UVチェッカーチャーム」

全国から40校80作品「宮沢賢治の物語の家」
【審査委員長の講評】
　宮沢賢治の数ある物語のなかから
好きな話を選び、そのなかに登場す
る家を考えて欲しいと思いました。
建築設計は、様々な分野を横断して
考え、それらを統合する作業なので、
価値観を広げてくれる本を課題の出
発点にしたいと考えたのです。応募
作品は、図面表現、建築空間構成
を通した賢治への理解が多く、その
中でも、物語をモチーフにしながら、
賢治の自然観、人生観を見つめ、そ
れを等身大の自分自身に照らし合わ
せて作られた作品が評価されていっ
たように思いました。たくさんの素
晴らしい提案に出会えたことに感謝
します。

藤野高志
（生物建築舎主宰/東北大学准教授）

審査結果 氏名 学校名

1等 ○宮本　杏奈
　山田　まい 広島市立広島工業高等学校

2等 　中山　優月 長野県池田工業高等学校
3等 　髙田　望愛 神戸市立科学技術高等学校

審査員賞
（藤野高志） 　紺野　驍 福島県立福島工業高等学校

審査員賞
（勝木祐仁） 　伊藤　光希 愛知県立愛知総合工科高等学校

審査員賞
（吉村英孝） 　西川　寧音 滋賀県立安曇川高等学校

佳作 ○川合　陽太
　鈴木　仁大 三重県立四日市工業高等学校

佳作 ○眞弓　侑奈
　豊田　美空 三重県立四日市工業高等学校

佳作 　村岡　昊樹 群馬県立桐生工業高等学校
佳作 　植田　智尋 岡山県立津山工業高等学校

佳作 ○堀口　貴央
　蓬萊　颯 神戸市立科学技術高等学校

佳作 　吉村　朝葵 兵庫県立龍野北高等学校
佳作 　佐藤　澄海 国立明石工業高等専門学校

審査結果 氏名 学校名
奨励賞 　長友　咲結 埼玉県立熊谷工業高等学校
奨励賞 　段代　弥優 宮城県工業高等学校
奨励賞 　井上　聖 群馬県立桐生工業高等学校
奨励賞 　卯尾　萌々花 福島県立勿来工業高等学校
奨励賞 　黑栁　花妃 岡山県立津山工業高等学校
奨励賞 　小山　千慧 東京都立蔵前工科高等学校
奨励賞 　松目　亘史 栃木県立宇都宮工業高等学校
奨励賞 　青木　小侍浪 栃木県立宇都宮工業高等学校
奨励賞 　大島　一輝 栃木県立宇都宮工業高等学校

奨励賞 ○芝田　葵翔
　川中子　彩夏 栃木県立宇都宮工業高等学校

奨励賞 　古野　結楽 富山県立高岡工芸高等学校

奨励賞 ○秋山　悠月
　中村　龍希 静岡県立島田工業高等学校

奨励賞 　大村　澪央 仙台市立仙台工業高等学校
奨励賞 　岡本　あかね 岐阜県立岐南工業高等学校
奨励賞 　山本　良太 北海道旭川工業高等学校
奨励賞 　草場　都和 京都市立京都工学院高等学校

入賞者� ○印は共同作品の代表者

1等作品
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現
代
の
経
営
に
お
い
て

「
知
識
」
は
単
な
る
情
報
や

デ
ー
タ
で
は
な
く
、
組
織
の

競
争
力
そ
の
も
の
と
捉
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
知
識
が
生
ま

れ
、
共
有
さ
れ
、
活
用
さ
れ

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
は
、
企
業

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
成
長

に
直
結
す
る
重
要
な
テ
ー
マ

の
一
つ
で
す
。

　

日
本
の
経
営
学
者
・
野
中

郁
次
郎
氏
が
提
唱
し
た
知
識

創
造
理
論
に
お
い
て
、
知
識

は
二
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

第
一
は
形
式
知
で
す
。
言
葉

や
数
式
、
図
表
な
ど
に
よ
り

明
確
に
表
現
さ
れ
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
や
文
書
化
に
よ
っ
て

共
有
で
き
る
知
識
で
す
。
第

二
は
暗
黙
知
で
す
。
例
え
ば

熟
練
の
職
人
が
持
つ
「
勘
」

な
ど
、
身
体
的
・
感
覚
的
に

習
得
さ
れ
、
他
者
に
伝
え
る

の
が
難
し
い
知
識
で
す
。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
知

識
創
造
に
お
い
て
形
式
知
と

暗
黙
知
の
ど
ち
ら
が
優
れ
て

い
る
の
か
で
は
な
く
、
相
互

に
補
完
し
合
い
な
が
ら
新
た

な
知
識
を
生
み
出
す
エ
ン
ジ

ン
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
点
で
す
。

　

日
頃
、
工
学
的
に
定
量
的

な
議
論
を
求
め
ら
れ
る
機
会

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
う

ま
く
纏
ま
っ
て
い
な
く
て

も
、
積
極
的
に
思
い
を
発
信

す
る
勇
気
を
も
ら
え
る
。
そ

の
様
な
力
を
持
つ
概
念
と
し

て
強
引
に
捉
え
て
い
ま
す
。

　

極
端
に
言
語
化
さ
れ
て
い

な
い
情
報
発
信
の
有
効
性
に

つ
い
て
擬
音
語
で
試
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
趣

味
の
音
楽
を
対
象
に
「
時
代

ご
と
の
音
の
特
徴
」
を
表
現

し
て
み
ま
し
た
。

　

１
９
８
０
年
代
「
シ
ャ
カ

ピ
カ
」
Ｃ
Ｄ
登
場
、
き
ら
び

や
か
で
ク
リ
ア
音
。

　

１
９
９
０
年
代
「
キ
ラ
キ

ラ
・
キ
ュ
ン
キ
ュ
ン
」
Ｊ
‐

Ｐ
Ｏ
Ｐ
黄
金
期
、
グ
イ
グ
イ

と
リ
ズ
ム
も
歌
詞
も
勢
い
の

あ
る
都
会
的
な
音
。

　

２
０
０
０
年
代
「
ド
ン

シ
ャ
リ
」
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
や
デ
ジ

タ
ル
配
信
普
及
の
時
代
。

　

２
０
１
０
年
代
「
フ
ワ
モ

フ
ド
ン
」
重
低
音
が
さ
ら
に

強
調
さ
れ
る
が
、
音
の
質
感

は
ソ
フ
ト
で
心
地
よ
い
。

　

各
時
代
の
音
の
イ
メ
ー
ジ

は
伝
わ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
？

　

曖
昧
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
だ

か
ら
こ
そ
、
発
信
者
の
思
考

の
限
界
を
超
え
て
受
け
取
っ

た
人
が
拡
張
し
、
修
正
し
、

新
た
な
価
値
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
高
ま
る
。
そ
の
中

で
、
発
信
者
自
身
も
新
し
い

気
づ
き
や
学
び
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
が
得
ら
れ
る
。

　

多
感
な
今
、
た
と
え
言
語

化
が
曖
昧
で
不
安
が
残
っ
て

い
て
も
、
勇
気
を
持
っ
て
御

自
身
の
意
見
を
発
信
す
る
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

曖
昧
さ
が
生
む
学
び
の
種

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授
　
浅
見
哲
也

財
務
状
況
報
告

第
58
期
決
算
・
第
59
期
予
算

一
・
は
じ
め
に

　

第
58
期
決
算
、
第
59
期
予

算
が
監
査
法
人
お
よ
び
法
人

監
事
の
監
査
を
受
け
、
法
人

理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認

決
定
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
に

財
務
諸
表
を
お
知
ら
せ
し
、

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
引
き

続
き
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

　

２
０
２
４
年
度
に
本
学
が

行
っ
た
主
な
事
業
等
は
次
の

通
り
。

○
体
育
館
に
空
調
設
備
を
設

置
し
た
。
ま
た
老
朽
化
し
た

空
調
設
備
の
更
新
に
も
着

手
。
併
せ
て
電
力
使
用
量
増

大
へ
の
対
応
や
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
観
点
か

ら
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
を
活
用

し
た
太
陽
光
発
電
設
備
を
整

備
し
た
。

○
農
業
分
野
を
工
学
的
視
点

で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
「
ス

マ
ー
ト
農
業
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
た
。

二
・
２
０
２
４
年
度
決
算
に

つ
い
て

　

学
校
法
人
会
計
基
準
に
基

づ
く
主
た
る
財
務
諸
表
に
つ

い
て
説
明
す
る
。「
資
金
収

支
計
算
書
」（
別
表
１
）
は
、

当
該
年
度
の
教
育
研
究
等
の

諸
活
動
に
対
す
る
す
べ
て
の

収
入
と
支
出
の
内
容
及
び
支

払
資
金
（
現
預
金
）
の
て
ん

末
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

あ
る
。「
事
業
活
動
収
支
計

算
書
」（
別
表
２
）
は
、
大

学
の
経
営
状
態
を
明
ら
か
に

し
た
も
の
で
あ
る
（
詳
細
後

述
）。「
貸
借
対
照
表
」（
別

表
３
）
は
、
年
度
末
に
お
け

る
財
務
状
況
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
で
あ
る
。

「
事
業
活
動
収
支
計
算
書
」

（
別
表
２
）
詳
細

　

事
業
活
動
収
支
計
算
書

は
、
教
育
活
動
収
支
、
教
育

活
動
外
収
支
、
特
別
収
支
の

３
つ
の
活
動
に
区
分
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
毎
に
収
支

バ
ラ
ン
ス
を
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
経
営
状
態
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

●
教
育
活
動
収
支

　

大
学
の
教
育
活
動
に
係
る

収
支
状
況
を
表
す
教
育
活
動

収
支
差
額
は
５
億
５
２
０
０

万
円
の
支
出
超
過
と
な
っ

た
。
そ
の
要
因
は
、
学
生
数

減
少
に
よ
る
収
入
の
減
少
に

加
え
、
物
価
高
騰
お
よ
び
退

職
者
増
加
に
伴
う
支
出
の
増

加
で
あ
る
。
収
支
の
主
な
内

訳
は
、
学
生
生
徒
等
納
付
金

は
53
億
８
４
０
０
万
円
、
手

数
料
は
７
９
０
０
万
円
、
経

常
費
等
補
助
金
等
は
６
億
７

４
０
０
万
円
。
人
件
費
は　

32
億
３
０
０
０
万
円
、
教
育

研
究
経
費
は
30
億
４
７
０
０

万
円
、
管
理
経
費
は
７
億
８

８
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

●
教
育
活
動
外
収
支

　

財
務
活
動
な
ど
の
教
育
活

動
以
外
の
経
常
的
な
活
動
に

係
る
収
支
状
況
を
表
す
教
育

活
動
外
収
支
差
額
は
、
金
利

上
昇
を
受
け
、
７
６
０
万
円

の
収
入
超
過
と
な
っ
た
。

●
特
別
収
支

　

経
常
的
な
活
動
以
外
の
臨

時
的
な
活
動
に
係
る
収
支
状

況
を
表
す
特
別
収
支
差
額
は

円
安
に
よ
る
為
替
差
益
が
発

生
し
、
１
２
０
０
万
円
の
収

入
超
過
と
な
っ
た
。

○
総
括

　

結
果
、
事
業
活
動
収
入

（
別
表
２
①
②
③
の
収
入
計
）

は
68
億
２
４
０
０
万
円
、
事

業
活
動
支
出
（
別
表
２
④
⑤

⑥
の
支
出
計
）
は
73
億
５
６

０
０
万
円
。
差
額
で
あ
る
基

本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差

額
は
、
５
億
３
２
０
０
万
円

の
支
出
超
過
と
な
っ
た
。
こ

こ
か
ら
学
校
法
人
の
諸
活
動

を
永
続
的
に
維
持
す
る
た
め

の
基
本
金
組
入
額
２
億
６
５

０
０
万
円
を
差
し
引
い
た
当

年
度
収
支
差
額
は
７
億
９
７

０
０
万
円
の
支
出
超
過
と

な
っ
た
。

（
別
表
５
財
務
関
係
比
率
を

参
照
）

三
・
２
０
２
５
年
度
予
算
に

つ
い
て
「
資
金
収
支
予
算

書
」（
別
表
４
）

　

２
０
２
５
年
度
予
算
は
、

支
出
の
部
で
は
、
２
年
後
に

迎
え
る
大
学
設
立
60
周
年
に

向
け
た
事
業
に
取
り
組
む
た

め
、
施
設
関
係
支
出
が
大
幅

増
と
な
る
こ
と
を
予
測
す
る

予
算
と
し
た
。
収
入
の
部
で

は
、
第
２
号
基
本
金
の
取
崩

し
を
想
定
し
、
前
年
度
比
増

と
な
る
予
算
を
計
画
し
た
。

四
・
む
す
び

　

２
０
２
５
年
度
よ
り
会
計

基
準
が
改
正
さ
れ
、
財
務
諸

表
に
お
け
る
情
報
提
供
機
能

が
よ
り
重
視
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
提
供
す
る
財
務
情

報
が
関
係
各
位
に
と
っ
て
視

認
性
と
理
解
の
容
易
さ
に
優

れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
努

め
て
ま
い
る
所
存
。

　

ま
た
近
年
の
18
歳
人
口
減

少
に
伴
い
、
学
納
金
収
入
は

厳
し
い
予
測
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。
中
長
期
計
画
に
基
づ

く
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
や
周

年
事
業
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
も
、
今
後
ま
す
ま
す
の

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
引
き

続
き
ご
支
援
を
賜
り
た
く
、

よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い
い

た
だ
き
た
い
。（
財
務
部
）

（別表1）資金収支計算書� 単位：千円
科目 予算 決算 差異

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,364,788 5,383,624 △ 18,836
手 数 料 収 入 73,980 78,609 △ 4,629
寄 付 金 収 入 77,900 100,720 △ 22,820
補 助 金 収 入 666,000 674,209 △ 8,209
付随事業・収益事業収入 76,375 143,059 △ 66,684
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 100,030 171,540 △ 71,510
資 産 売 却 収 入 0 0 0
雑 収 入 110,914 257,829 △ 146,915
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 1,867,195 2,019,136 △ 151,941
そ の 他 の 収 入 1,194,052 538,585 655,466
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 1,939,930 △ 2,088,266 148,336
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,142,961 5,142,961 0
収 入 の 部 合 計 12,734,264 12,422,006 312,258

支出の部
人 件 費 支 出 3,202,813 3,202,026 787
教 育 研 究 費 支 出 2,013,463 2,012,891 572
管 理 経 費 支 出 714,957 682,032 32,925
借 入 金 等 利 息 支 出 20,957 20,956 1
借 入 金 等 返 済 支 出 307,200 307,200 0
施 設 関 係 支 出 565,928 332,229 233,699
設 備 関 係 支 出 227,863 191,457 36,406
資 産 運 用 支 出 265,000 576,792 △ 311,792
そ の 他 の 支 出 401,225 455,632 △ 54,408
予 備 費 5,000 5,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 46,147 △ 217,804 171,657
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,056,006 4,858,594 197,411
支 出 の 部 合 計 12,734,264 12,422,006 312,258

（別表2）事業活動収支計算書� 単位：千円

教
育
活
動
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金 5,364,788 5,383,624 △ 18,836
手数料 73,980 78,609 △ 4,629
寄付金 57,900 78,934 △ 21,034
経常費等補助金 666,000 674,209 △ 8,209
付随事業収入 76,375 143,059 △ 66,684
雑収入 110,914 155,811 △ 44,897
教育活動収入計� ① 6,349,957 6,514,246 △ 164,289

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
人件費 3,230,439 3,230,391 48
教育研究経費 3,076,463 3,047,051 29,412
管理経費 834,957 788,398 46,559
徴収不能額等 0 0 0
教育活動支出計� ④ 7,141,859 7,065,840 76,019
　教育活動収支差額 △ 791,902 △ 551,593 △ 240,309

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
受取利息・配当金 100,030 166,524 △ 66,494
その他の教育活動外収入 0 102,229 △ 102,229
教育活動外収入計� ② 100,030 268,753 △ 168,723

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
借入金等利息 20,957 20,956 1
その他の教育活動外支出 239,450 240,191 △ 741
教育活動外支出計� ⑤ 260,407 261,147 △ 740
　教育活動外収支差額 △ 160,377 7,606 △ 167,983
　　経常収支差額 △ 952,279 △ 543,987 △ 408,292

特
別
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
資産売却額 0 0 0
その他の特別収入 40,000 41,019 △ 1,019
特別収入計� ③ 40,000 41,019 △ 1,019

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
資産処分差額 17,000 28,968 △ 11,968
その他の特別支出 0 0 0
特別支出計� ⑥ 17,000 28,968 △ 11,968
　　特別収支差額 23,000 12,052 10,948

〔予備費〕 0 0 0
基本金組入前当年度収支差額 △ 929,279 △ 531,936 △ 397,343
基本金組入額合計 △ 637,200 △ 265,000 △ 372,200
当年度収支差額 △ 1,566,479 △ 796,936 △ 769,543
前年度繰越収支差額 △ 1,925,491 △ 1,925,491 0
基本金取崩額 0 4,181 △ 4,181
翌年度繰越収支差額 △ 3,491,970 △ 2,718,246 △ 773,724
（参考）
事業活動収入計 6,489,987 6,824,019 △ 334,032
事業活動支出計 7,419,266 7,355,954 63,312
経常収入（教育活動収入計＋教育活動外収入計） 6,449,987 6,782,999 △ 333,012

（別表3）貸借対照表� 単位：千円
資産の部

科目 2024（R6） 2023（R5） 増減
固定資産 46,238,402 46,645,991 △ 407,589
　有形固定資産 20,484,165 21,160,419 △ 676,255
　特定資産 25,665,770 25,449,889 215,882
　その他の固定資産 88,467 35,683 52,784
流動資産 5,028,863 5,323,668 △ 294,805

合　　計 51,267,265 51,969,659 △ 702,394

負債の部
科目 2024（R6） 2023（R5） 増減

固定負債 3,844,156 4,123,490 △ 279,334
流動負債 3,078,393 2,969,517 108,876

合　　計 6,922,549 7,093,007 △ 170,458

純資産の部
科目 2024（R6） 2023（R5） 増減

基本金 47,062,962 46,802,143 260,819
翌年度繰越収支差額 △ 2,718,246 △ 1,925,491 △ 792,755

合　　計 44,344,716 44,876,652 △ 531,936
負債及び純資産の部合計 51,267,265 51,969,659 △ 702,394

※注：�千円単位等で表示する際に単位未満を四捨五入しているため、�
端数調整のための差異が生じる場合があります。

（別表4）資金収支予算書� 単位：千円
科目 2025（R7） 2024（R6） 増減

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,426,460 5,364,788 61,672
手 数 料 収 入 71,100 73,980 △ 2,880
寄 付 金 収 入 72,600 77,900 △ 5,300
補 助 金 収 入 764,000 666,000 98,000
付随事業・収益事業収入 57,775 76,375 △ 18,600
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 110,400 100,030 10,370
資 産 売 却 収 入 0 0 0
雑 収 入 175,165 110,914 64,251
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 1,845,463 1,867,195 △ 21,732
そ の 他 の 収 入 1,775,165 1,194,052 581,113
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,019,136 △ 1,939,930 △ 79,205
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,858,594 5,142,961 △ 284,367
収 入 の 部 合 計 13,137,586 12,734,264 403,322

科目 2025（R7） 2024（R6） 増減
支出の部
人 件 費 支 出 3,330,078 3,202,813 127,265
教 育 研 究 費 支 出 2,222,663 2,013,463 209,200
管 理 経 費 支 出 722,127 714,957 7,170
借 入 金 等 利 息 支 出 17,989 20,957 △ 2,968
借 入 金 等 返 済 支 出 307,200 307,200 0
施 設 関 係 支 出 1,501,850 565,928 935,922
設 備 関 係 支 出 149,014 227,863 △ 78,849
資 産 運 用 支 出 265,000 265,000 0
そ の 他 の 支 出 413,837 401,225 12,613
〔 予 備 費 〕 100,000 5,000 95,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 38,849 △ 46,147 7,298
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,146,677 5,056,006 △ 909,328
支 出 の 部 合 計 13,137,586 12,734,264 403,322

（別表5）事業活動収支計算書の主要項目の分析表
主要項目の分析比率（％） 2024（R6） 2023（R5） 増減
補 助 金 / 事 業 活 動 収 入 9.9% 9.7% 0.2%
人 件 費 / 経 常 収 入 47.6% 45.3% 2.4%
教育研究経費 / 経常収入 44.9% 44.1% 0.9%
管 理 経 費 / 経 常 収 入 11.6% 10.8% 0.8%
借入金等利息 / 経常収入 0.3% 0.3% 0.0%
人件費 / 学生生徒等納付金 60.0% 56.2% 3.8%

イベント名称 主な内容 実施日 参加数

スチューデントラボ
中学生科学教室

作って実験！ペンデュラムウェーブ
～振り子の不思議な動き～

7/26（土） 10名

スチューデントラボ
親子ものづくり教室

二足歩行ロボット、LED光ファイバー
アートの製作など5テーマ

8/2（土） 60組120名

加須市少年少女発明クラブ
ロボット工作教室

二足歩行ロボットの工作 8/6（水） 20名

関東地区リフレッシュ
理科教室（埼玉会場）

風に逆らって進む？
ウィンドカーを作ろう！

8/23（土） 40名

関東地区リフレッシュ
理科教室（茨城会場）

空気のパワーで発進！
浮かぶ、走るホバークラフトを作ろう

8/24（日） 30名

越谷市児童館コスモス
体験イベント

インタラクティブアート・ゲームの体験 8/2（土）、3（日） 300名以上

夏休みの子供向け体験教室
　本学では毎年の夏休み期間中、近隣の児童・生徒と保護者を対象
として、ものづくりや実験が体験できる各種イベントを開催してい
る。今夏もものづくりや科学の魅力を伝える多彩なプログラムを用
意し、教員や学生が指導にあたった。各イベントとも定員を上回る
盛況ぶりであった。

ロボット工作教室 越谷市児童館コスモス体験イベント
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み
や
し
ろ
芸
術
祭
を

開
催
し
ま
す

宮代町
だより

256号

　

11
月
の
期
間
中
、
進
修

館
や
図
書
館
な
ど
で
音
楽

や
踊
り
等
の
発
表
会
を
は

じ
め
、
絵
画
・
工
芸
等
の

作
品
展
、
華
道
展
、
ア
ー

ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

多
彩
な
催
し
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
11
月
23
日
に

は
進
修
館
大
ホ
ー
ル
を
会

場
に
、
音
楽
ラ
イ
ブ
を
開

催
。
日
本
工
業
大
学
放
送

研
究
部
の
協
力
に
よ
り
、

音
響
や
照
明
も
本
格
的
に

演
出
さ
れ
ま
す
。

　

世
代
を
超
え
て
楽
し
め

る
「
み
や
し
ろ
芸
術
祭
」

に
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

　

お
問
合
せ
＝
教
育
推
進

課
生
涯
学
習
室
０
４
８
０

（34）
１
１
１
１

　

７
月
９
日
に
、「
令
和
７

年
度
日
工
大
川
柳
～
春
学
期

の
部
～
」
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
た
。

　

こ
の「
日
工
大
川
柳
」
は
、

大
学
や
学
生
生
活
へ
の
想
い

を
、
自
由
に
表
現
す
る
事
を

目
的
に
、
学
生
生
活
向
上
委

員
会
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
実

施
し
て
い
る
企
画
で
あ
る
。

　

表
彰
式
に
は
、
学
長
や
学

生
自
治
会
各
委
員
会
委
員
長

が
出
席
し
、
受
賞
者
へ
の
豪

華
景
品
贈
呈
や
記
念
撮
影
等

が
行
わ
れ
た
。

　

中
野
学
生
生
活
向
上
委
員

会
委
員
長
は
「
日
工
大
川
柳

に
多
く
の
応
募
が
あ
っ
た
。

学
生
の
意
見
や
想
い
が
綴
ら

れ
た
作
品
も
あ
り
、
今
後
の

活
動
に
活
か
し
て
い
き
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

７
月
９
日
、
学
生
環
境
推

進
委
員
会
に
よ
る
利
根
川
強

化
堤
防
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
学
長
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。
今
年
の
全

国
植
樹
祭
で
委
員
会
の
森
林

育
成
活
動
が
評
価
さ
れ
、
埼

玉
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
学
内
で
も
そ

の
功
績
を
称
え
表
彰
さ
れ

た
。

　

式
で
は
、
植
樹
祭
に
代
表

と
し
て
招
か
れ
た
前
委
員

長
・
赤
澤
颯
さ
ん
（
建
築
学

科
４
年
）
が
竹
内
学
長
か
ら

表
彰
状
を
受
け
取
り
、
活
動

を
報
告
。
続
い
て
現
委
員

長
・
今
井
あ
り
さ
さ
ん
（
建

築
学
科
３
年
）
が
、
後
継
と

し
て
取
り
組
む
植
物
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
た
。

　

７
月
11
日
に
は
、
委
員
と

竹
内
学
長
の
昼
食
会
が
開
催

さ
れ
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
、
竹
内
学
長
か
ら
こ

れ
ま
で
活
動
に
尽
力
し
て
き

た
歴
代
委
員
と
現
役
学
生
に

労
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
２
年
（
平
栗
研
究
室
）
の
青
山
幸

瑶
さ
ん
が
、
７
月
４
日
に
開

催
さ
れ
た
電
子
情

報
通
信
学
会
通
信

品
質
研
究
会
に

て
、「
学
生
年
間

優
秀
発
表
賞
」
を

受
賞
し
た
。
本
賞

は
年
間
を
通
じ
て

選
ば
れ
た
優
秀
発
表
者
の
う

ち
最
も
優
れ
た
発
表
を
し
た

学
生
に
贈
ら
れ
る
。

　

受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究

で
は
、
波
源
分
布
お
よ
び
波

源
推
定
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
活

用
し
、
ド
ロ
ー
ン
が
自
律
的

に
最
適
な
通
信
エ
リ
ア
を
推

定
し
な
が
ら
飛
行
す
る
制
御

技
術
を
提
案
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
通
信
品
質
の
向
上

や
効
率
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
用
が
期
待
さ
れ
、
災
害
時

の
通
信
支
援
や
広
域
監
視
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
応
用
が
可

能
と
な
る
。

　

受
賞
に
際
し
、
青
山
さ
ん

は
「
栄
え
あ
る
賞
を
賜
り
、

大
変
嬉
し
く
思
う
。
平
栗
教

授
を
は
じ
め
、
学
内
外
の
先

生
方
や
企
業
の
方
々
に
深
く

感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
を
励

み
に
、
今
後
も
精
進
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

ず
み
ま
で
の
包

括
的
な
降
伏
曲

面
の
情
報
が
得

ら
れ
る
可
能
性

が
示
さ
れ
た
。

　

受
賞
に
あ
た

り
藤
沼
さ
ん
は

「
栄
誉
あ
る
賞
を
賜
り
大
変

光
栄
に
思
う
。
今
後
も
慢
心

す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
一
層

丁
寧
に
研
究
活
動
に
取
り
組

み
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
２
年
（
二
ノ

宮
研
究
室
）
の
岡
安
賢
也
さ

ん
の
研
究
が
、
７
月
３
日
・

４
日
に
開
催
さ
れ
た
品
質
工

学
研
究
発
表
大
会
に
て
品
質

　

機
械
工
学
科
の
瀧
澤
英
男

教
授
は
、
５
月
14
日
に
姫
路

で
開
催
さ
れ
た
塑
性
加
工
春

　

８
月
29
日
、
中
央
職
業
能

力
開
発
協
会
主
催
の
国
家
技

能
検
定
試
験
合
格
発
表
が
行

わ
れ
、
機
械
加
工
職
種
・
普

通
旋
盤
３
級
に
機
械
工
学
科

３
年
の
神
長
翔
太
さ
ん
と
原

澤
翔
太
さ
ん
が
挑
戦
し
、
見

事
合
格
し
た
。

季
講
演
会
贈
賞
式
に
て
日
本

塑
性
加
工
学
会
フ
ェ
ロ
ー
の

称
号
を
授
与
さ
れ
た
。
フ
ェ

ロ
ー
は
、
塑
性
加

工
分
野
の
研
究
・

開
発
・
教
育
・
指

導
に
顕
著
な
貢
献

を
し
た
者
に
与
え

ら
れ
る
称
号
で
あ

る
。

工
学
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

受
賞
研
究
名
は
「
砥
石
接
触

音
の
Ｍ
Ｔ
法
解
析
に
よ
る
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
砥
石
の
ツ
ル
ー

イ
ン
グ
良
否
判
定
」。

　

国
内
外
で
労
働
人
口
の
減

少
が
深
刻
化
し
、

生
産
現
場
の
自
動

化
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

自
動
化
に
不
可
欠

な
熟
練
技
能
者
の

判
断
を
Ａ
Ｉ
に
担

わ
せ
る
に
は
、
そ
の
妥
当
性

を
人
間
が
把
握
で
き
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
。
本
研
究
で

は
音
の
み
を
用
い
て
熟
練
技

能
者
の
判
断
を
可
視
化
す
る

手
法
を
提
案
し
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
砥
石
の
自
動
形
状
修
正

に
お
け
る
良
否
判
定
に
成
功

し
た
。

　

岡
安
さ
ん
は
「
産
学
連
携

の
研
究
を
先
輩
方
か
ら
受
け

継
ぎ
、
成
果
と
し
て
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
聴
覚
心

理
に
基
づ
く
音
の
周
波
数
解

析
を
活
用
し
た
新
技
術
を
評

価
い
た
だ
き
、
励
み
と
な
っ

た
」
と
述
べ
た
。

う
課
題
に
対
し
、
有
限
要
素

解
析
を
用
い
て
検
証
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
二
軸
バ
ル

ジ
試
験
の
適
用
範
囲
が
拡
張

さ
れ
、
材
料
の
延
性
限
界
ひ

軸
と
主
応
力
軸
が
異
な
る
二

軸
バ
ル
ジ
試
験
の
数
値
解
析

的
検
証
」。
大
ひ
ず
み
域
ま

で
測
定
可
能
な
二
軸
バ
ル
ジ

試
験
に
お
い
て
、
主
応
力
軸

と
異
方
性
主
軸
が
異
な
る
場

合
で
も
、
適
切
に
二
軸
応
力

が
測
定
可
能
か
ど
う
か
と
い

　

５
月
に
姫
路
で
開
催
さ
れ

た
日
本
塑
性
加
工
学
会
の
春

季
講
演
会
で
、
機
械
シ
ス
テ

ム
工
学
専
攻
博
士
前
期
課
程

１
年
（
瀧
澤
研
究
室
）
の
藤

沼
響
輝
さ
ん
が
、
優
秀
論
文

講
演
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

受
賞
論
文
名
は
「
異
方
性
主

日
本
塑
性
加
工
学
会

優
秀
論
文
講
演
奨
励
賞

品
質
工
学
研
究
発
表
大
会

品
質
工
学
会
長
賞

大
学
や
学
生
生
活
へ
の
想
い

ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
で
表
現

14年ぶりに学生神輿が巡行

学
生
環
境
推
進
委
員
会

学
長
か
ら
表
彰

日
本
塑
性
加
工
学
会

フ
ェ
ロ
ー
認
定

国
家
技
能
検
定
試
験

学
生
２
名
が
合
格

電
子
情
報
通
信
学
会

学
生
年
間
優
秀
発
表
賞

　

こ
の
検
定
は
、
課
題
を
制

限
時
間
内
に
製
作
す
る
実
技

試
験
と
、
機
械
工
学
の
知
識

を
問
う
学
科
試
験
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
合
格
に
は
一
定

基
準
の
技
能
と
専
門
知
識
が

求
め
ら
れ
る
。

　

春
休
み
か
ら
準
備
を
開
始

し
、
４
月
以
降
は
忙
し

い
授
業
の
合
間
に
試
験

対
策
と
し
て
課
題
製
作

練
習
と
模
擬
試
験
を
重

ね
て
き
た
。

　

挑
戦
を
通
じ
て
身
に

つ
け
た
「
自
ら
考
え
行

動
す
る
力
」
は
、
今
後

の
学
生
生
活
や
卒
業
研

究
で
も
発
揮
さ
れ
る
と

期
待
さ
れ
る
。

（左より）神長翔太さんと原澤翔太さん

工
友
会
海
外
中
国
支
部
を
設
置

日
工
大
川
柳
表
彰
式

　
（
一
社
）
日
本
工
業
大
学

工
友
会
は
本
学
の
同
窓
会
組

織
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、

全
国
に
地
域
支
部
を
設
置
し

て
い
る
。
こ
の
度
「
海
外
中

国
支
部
」
が
設
置
さ
れ
た
。

　

９
月
21
日
、
第
一
回
総
会

が
５
号
館
で
開
催
さ
れ
た
。

柳
澤
理
事
長
、
竹
内
学
長
、

土
井
工
友
会
会
長
を
は
じ
め

支
部
関
係
者
と
そ
の
家
族
な

ど
21
名
が
出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
同
支
部
設
置
の

経
緯
と
し
て
、
２
０
０
５
年

か
ら
続
く
中
国
卒
業
生
懇
親

会
が
同
支
部
の
前
身
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
の
目
的
が

会
員
相
互
の
親
睦
及
び
情
報

交
換
、
本
学
発
展
へ
の
支
援

で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

た
。
ま
た
今
後
の
活
動
方
針

と
し
て
、
中
国
関
連
情
報
の

大
学
へ
の
提
供
、
中
国
企
業

の
紹
介
や
仲
介
、
留
学
生
募

集
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
示
さ
れ
た
。

学
長
賞

ソ
ル
ト

黒
髪
が 

日
に
日
に
増
え
る 

三
年
生

学
生
支
援
部
長
賞

ス
ー
パ
ー
タ
キ
オ

ド
ー
ナ
ッ
ツ 

糸
で
吊
る
す
と 

い
と
お
菓
子

中
央
執
行
委
員
会
賞

は
じ
め
の
研
究
家

値
上
げ
し
て 

友
達
の
飯 

ラ
イ
ス
だ
け

学
生
生
活
向
上
委
員
会
賞
寿
司
パ
ワ
ー

散
ら
か
っ
た 

部
屋
こ
そ
４
年
の 

ア
ル
バ
ム
か

2025夏祭り

　今年の夏祭りは8月3日・4日に実
施。学生サークルが運営する露店、
各種イベント、音楽ライブなどが催
され、近隣からも家族連れなど多く
の人が訪れた。
　今年のメインは14年ぶりに復活
した学生神輿の巡行である。神輿

は金色の屋根と胴が輝き、照明に
よりライトアップされ神々しい風格
を漂わせていた。学生たちは威勢
よく掛け声をかけながら5号館前か
らグラウンドまで巡行した。
　この神輿は8月24日に実施され
た宮代町民まつりにも参加した。

神輿巡業動画

南極観測隊の体験や
極地での生活を紹介

　教員がテーマに沿ってトークを行う
LCセンターの催し。７月17日の20回
目はロボティクス学科の山縣広和准
教授が担当し、南極地域観測隊とし
て活動してきたリアルな体験談を熱
く、ユーモアを交えながら語った。学
生、教職員71名が参加した。
　山縣准教授は過酷な極地環境にお
ける水中探査ロボットの研究、現地
での生活のほか、観測隊の参加方法

や心構えなどについて語った。参加者
は、未知の世界の体験談とあって興
味深く耳を傾けていた。


